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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】令和3年7月26日(2021.7.26)

【公開番号】特開2018-207486(P2018-207486A)
【公開日】平成30年12月27日(2018.12.27)
【年通号数】公開・登録公報2018-050
【出願番号】特願2018-101771(P2018-101771)
【国際特許分類】
   Ｈ０３Ｋ   5/08     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  29/786    (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  21/8234   (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  27/06     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  27/088    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０３Ｋ    5/08     　　　Ｅ
   Ｈ０１Ｌ   29/78     ６１８Ｂ
   Ｈ０１Ｌ   27/06     １０２Ａ
   Ｈ０１Ｌ   27/088    ３３１Ｅ
   Ｈ０１Ｌ   27/088    　　　Ｈ
   Ｈ０１Ｌ   27/088    　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】令和3年5月25日(2021.5.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１入力端子、第２入力端子、第１出力端子および差動入力回路を有する比較回路であ
って、
　前記比較回路は、負電圧を基準負電圧と比較し、前記第１出力端子から、比較結果に応
じた第１出力電圧を出力し、
　前記第１入力端子には前記負電圧が入力され、
　前記第２入力端子には基準正電圧が入力され、
　前記比較が実行されるように前記基準正電圧が設定され
　前記差動入力回路は第１ｎチャネル型トランジスタおよび第２ｎチャネル型トランジス
タでなる差動対を有し、
　前記第１ｎチャネル型トランジスタおよび前記第２ｎチャネル型トランジスタはそれぞ
れゲートおよびバックゲートを有し、
　前記第１ｎチャネル型トランジスタのゲートまたはバックゲートの一方には第１バイア
ス電圧が入力され、
　前記第１ｎチャネル型トランジスタのゲートまたはバックゲートの他方には前記第１入
力端子が電気的に接続され、
　前記第２ｎチャネル型トランジスタのゲートまたはバックゲートの一方には前記第２入
力端子が電気的に接続され、
　前記第２ｎチャネル型トランジスタのゲートまたはバックゲートの他方には第２バイア
ス電圧が入力される比較回路。
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【請求項２】
　請求項１において、
　前記第１ｎチャネル型トランジスタのバックゲートには前記第１バイアス電圧が入力さ
れ、
　前記第１ｎチャネル型トランジスタのゲートには前記負電圧が入力される比較回路。
【請求項３】
　請求項１又は２において、
　前記第２ｎチャネル型トランジスタのバックゲートには前記基準正電圧が入力され、
　前記第２ｎチャネル型トランジスタのゲートには前記第２バイアス電圧が入力される比
較回路。
【請求項４】
　請求項１乃至３の何れか１項において、
　前記第１バイアス電圧は、前記比較回路の高レベル側電源電圧である比較回路。
【請求項５】
　請求項１乃至４の何れか１項において、
　前記第２バイアス電圧は、前記比較回路の低レベル側電源電圧である比較回路。
【請求項６】
　請求項１乃至５の何れか１項において、
　前記第１ｎチャネル型トランジスタおよび前記第２ｎチャネル型トランジスタのチャネ
ル形成領域は、金属酸化物を有する比較回路。
【請求項７】
　請求項１乃至６の何れか１項に記載の比較回路は、ダイナミック比較回路であって、
　前記差動入力回路には、前記差動対に電気的に接続されているラッチ回路が設けられて
いる比較回路。
【請求項８】
　チャージポンプ回路と、
　駆動回路と、
　請求項１乃至７の何れか１項に記載の比較回路と、を有し、
　前記チャージポンプ回路の出力端子は、前記比較回路の前記第１入力端子に電気的に接
続され、
　前記駆動回路は、前記比較回路から前記第１出力電圧が入力され、
　前記駆動回路は、前記第１出力電圧に応じて、前記チャージポンプ回路を駆動するクロ
ック信号を生成する半導体装置。
【請求項９】
　請求項８において、
　前記チャージポンプ回路の電荷転送パスには、直列に電気的に接続された複数のｎチャ
ネル型トランジスタが設けられ、
　前記複数のｎチャネル型トランジスタは、それぞれ、ゲートに電気的に接続されたバッ
クゲートを有し、
　前記複数のｎチャネル型トランジスタのチャネル形成領域は、それぞれ、金属酸化物を
有する半導体装置。
【請求項１０】
　第１乃至第Ｎ（Ｎは２以上の整数）電圧出力端子と、
　負電圧生成回路と、
　制御回路と、
　第１乃至第Ｎチャージポンプ回路と、
　第１乃至第Ｎ監視回路と、
　第１乃至第Ｎ駆動回路と、
　を有する半導体装置であって、
　前記制御回路は、前記負電圧生成回路を駆動するための第１クロック信号を生成し、
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　前記負電圧生成回路の出力端子は、第１乃至第Ｎチャージポンプ回路の入力端子に電気
的に接続され、
　前記第ｊ（ｊは１乃至Ｎの整数）チャージポンプ回路の出力端子は、第ｊ電圧出力端子
に電気的に接続され、
　第ｊ監視回路は、比較回路［ｊ］を有し、
　前記比較回路［ｊ］は、請求項１乃至７の何れか１項に記載の比較回路であり、
　前記比較回路［ｊ］の前記第１入力端子は前記第ｊ電圧出力端子に電気的に接続され、
　前記比較回路［ｊ］の前記第１出力端子は第ｊ駆動回路の入力端子に電気的に接続され
、
　前記第ｊ駆動回路は、前記第１クロック信号と前記比較回路［ｊ］から出力される前記
第１出力電圧とに応じて、第ｊチャージポンプ回路を駆動するための第２クロック信号を
生成する半導体装置。
【請求項１１】
　第１乃至第Ｎ（Ｎは２以上の整数）電圧出力端子と、
　負電圧生成回路と、
　制御回路と、
　分周回路と、
　第１乃至第Ｎチャージポンプ回路と、
　第１乃至第Ｎ監視回路と、
　第１乃至第Ｎ駆動回路と、
　を有する半導体装置であって、
　前記制御回路は、前記負電圧生成回路を駆動するための第１クロック信号を生成し、
　前記分周回路は、第１クロック信号を分周して、第２クロック信号を生成し、
　前記負電圧生成回路の出力端子は、第１乃至第Ｎチャージポンプ回路の入力端子に電気
的に接続され、
　前記第ｊ（ｊは１乃至Ｎの整数）チャージポンプ回路の出力端子は、第ｊ電圧出力端子
に電気的に接続され、
　第ｊ監視回路は、比較回路［ｊ］を有し、
　前記比較回路［ｊ］は、請求項７に記載の比較回路であり、
　前記比較回路［ｊ］の前記第１入力端子は、前記第ｊ電圧出力端子に電気的に接続され
、
　前記比較回路［ｊ］の前記第１出力端子は、第ｊ駆動回路の入力端子に電気的に接続さ
れ、
　前記第ｊ駆動回路は、前記第２クロック信号と前記比較回路［ｊ］から出力される前記
第１出力電圧とに応じて、第ｊチャージポンプ回路を駆動するための第３クロック信号を
生成する半導体装置。
【請求項１２】
　請求項１１において、
　前記第ｊ監視回路は、ラッチ回路［ｊ］、および回路［ｊ］を更に有し、
　第ｊラッチ回路は、前記比較回路［ｊ］の前記第１出力端子と前記第ｊ電圧出力端子と
の間に設けられ、
　前記回路［ｊ］は、前記第ｊラッチ回路の出力に応じて、基準正電圧よりも低い電圧を
前記比較回路［ｊ］の第２入力端子に入力する半導体装置。
【請求項１３】
　請求項１１において、
　前記第ｊ監視回路は、選択回路［ｊ］を更に有し、
　前記選択回路［ｊ］は、前記比較回路［ｊ］の前記第１出力端子からの前記第１出力電
圧に応じて、低レベル側電源電圧を前記比較回路［ｊ］の前記差動入力回路に入力する半
導体装置。
【請求項１４】
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　チップが内蔵された電子部品であって、
　前記チップには、請求項８乃至１３の何れか１項に記載の半導体装置が設けられている
電子部品。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の電子部品と、
　表示部、マイク、スピーカ、操作キー、及び筐体の少なくとも一と、
　を有する電子機器。
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